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1. 平成27年2月期第1四半期の連結業績（平成26年3月1日～平成26年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年2月期第1四半期 5,023 0.6 108 60.0 123 51.0 74 46.9
26年2月期第1四半期 4,994 2.6 67 △22.3 81 △12.4 50 △13.1

（注）包括利益 27年2月期第1四半期 72百万円 （31.2％） 26年2月期第1四半期 55百万円 （△0.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年2月期第1四半期 92.33 ―
26年2月期第1四半期 62.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年2月期第1四半期 13,571 1,520 11.2
26年2月期 13,753 1,448 10.5
（参考）自己資本 27年2月期第1四半期 1,520百万円 26年2月期 1,448百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年2月期 ― ― ― 0.00 0.00
27年2月期 ―
27年2月期（予想） ― ― 0.00 0.00

3. 平成27年 2月期の連結業績予想（平成26年 3月 1日～平成27年 2月28日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,559 △1.2 73 10.6 102 10.5 53 △10.0 66.36
通期 19,503 △1.9 169 △39.0 214 △37.9 175 △30.6 218.68



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、平成26年4月14日に公表いたしました平成27年2月期の業績予想を修正しております。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年2月期1Q 810,000 株 26年2月期 810,000 株
② 期末自己株式数 27年2月期1Q 7,073 株 26年2月期 7,073 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年2月期1Q 802,927 株 26年2月期1Q 803,027 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年３月１日～平成26年５月31日）における国内経済は、政府の景気対策の

下支えにより、企業業績に改善傾向がみられるなど、景気は緩やかな回復基調が続いておりますが、個人消費に

おきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要で一時的に持ち直しの動きが見られたものの、その反動減

の影響があり、消費全般の基調は引き続き楽観視できない状況で推移いたしました。

百貨店業界におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要により、宝飾品・美術工芸商品などの高額

商品や化粧品・ファッション商材などの身回品のまとめ買いによる大幅な売上増がありましたが、増税後はその

反動から、売上が大きく前年を下回り、地方都市の店舗におきましては、個人消費の低迷も相まって、依然とし

て厳しい商況が続いております。

このような状況の中、当社グループは本年度よりスタートする新たな中期経営計画（平成26年度～平成28年

度）を策定し、そのビジョンに掲げる「日本一生き生きとした百貨店」の実現に向け、さらなる取り組みの強化

に努めるべく、各種の営業施策を展開してまいりました。

営業面では、姫路商圏におけるオーバーストア状態の中で差別化を図るべく、引き続き商品力の強化と店舗環

境の整備に注力してまいりました。具体的な取り組みといたしましては、地階食品フロアには、県内初出店とな

る京都の名店、銘茶「中村藤吉本店」、お吸い物・茶漬専門店「京洛辻が花」を、本館4階婦人服フロアには、英

国の上品でエレガントな婦人服「バラ色の暮し」をオープンいたしました。また、本館５階生活雑貨フロアに

は、週替わりで人気催事を行う「ギャラリー山陽」をオープンし、集客に努めました。美術催事といたしまして

は、日本画の清水規など有名作家の個展を開催するとともに、増税前の高額品購入の駆け込み需要を取り込むた

め、店内外で各種催事を行い、大きな成果をあげることができました。

経費面におきましては、広告宣伝費をはじめ、諸経費の徹底した節減を実行し、引き続き限られた経営資源の

中で効率的な運用に努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は5,023百万円（前年同期比0.6％増）、連結営業利益は108

百万円（前年同期比60.0％増）、連結経常利益は123百万円（前年同期比51.0％増）、連結四半期純利益は74百万

円（前年同期比46.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ182百万円減少し、13,571百万円となりまし

た。これは主に、季節要因による受取手形及び売掛金の257百万円増加、借入金の返済による現金及び預金の437

百万円減少などによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ254百万円減少し、12,050百万円となりました。これは主に、季節要因による

支払手形及び買掛金の241百万円増加、返済による借入金の597百万円減少などによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ72百万円増加し、1,520百万円となりました。これは主に、四半期純利益に

よる利益剰余金の増加74百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」において、平成26年４月14日付「平成26年２月期決算短信」

において公表いたしました平成27年2月期の業績予想を修正いたしましたのでご参照ください。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,684,646 1,247,501 

受取手形及び売掛金 664,412 921,969 

有価証券 699,801 699,892 

商品 1,010,801 1,055,417 

貯蔵品 12,668 12,677 

繰延税金資産 16,283 15,260 

その他 127,541 149,266 

貸倒引当金 △67 △90 

流動資産合計 4,216,089 4,101,897 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,720,774 3,671,271 

土地 4,724,084 4,724,084 

その他（純額） 306,930 293,725 

有形固定資産合計 8,751,789 8,689,081 

無形固定資産 155,234 155,621 

投資その他の資産    

投資有価証券 102,135 100,506 

繰延税金資産 12,455 12,455 

差入保証金 468,401 467,991 

その他 62,496 58,683 

貸倒引当金 △15,053 △15,136 

投資その他の資産合計 630,434 624,500 

固定資産合計 9,537,458 9,469,203 

資産合計 13,753,547 13,571,100 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,808,825 2,050,649 

短期借入金 1,850,000 1,527,500 

未払法人税等 65,729 50,951 

前受金 2,104,772 2,127,395 

商品券 1,383,004 1,343,021 

賞与引当金 14,014 28,948 

商品券回収損引当金 261,200 261,500 

その他 444,691 553,254 

流動負債合計 7,932,237 7,943,220 

固定負債    

長期借入金 3,980,000 3,705,000 

繰延税金負債 9,732 8,758 

退職給付引当金 272,053 285,639 

その他 111,170 107,740 

固定負債合計 4,372,957 4,107,139 

負債合計 12,305,194 12,050,360 

 

㈱山陽百貨店（8257）平成27年２月期　第１四半期決算短信

－ 4 －



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年５月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 405,000 405,000 

資本剰余金 7,554 7,554 

利益剰余金 1,033,289 1,107,427 

自己株式 △15,127 △15,127 

株主資本合計 1,430,716 1,504,854 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 17,636 15,885 

その他の包括利益累計額合計 17,636 15,885 

純資産合計 1,448,353 1,520,740 

負債純資産合計 13,753,547 13,571,100 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年５月31日) 

売上高 4,994,301 5,023,523 

売上原価 3,918,434 3,935,321 

売上総利益 1,075,866 1,088,201 

販売費及び一般管理費 1,008,361 980,194 

営業利益 67,504 108,006 

営業外収益    

受取利息 255 192 

受取配当金 103 104 

受取家賃 9,107 9,075 

債務勘定整理益 34,781 34,158 

その他 16,466 13,448 

営業外収益合計 60,714 56,978 

営業外費用    

支払利息 20,280 14,159 

商品券回収損引当金繰入額 25,168 27,166 

その他 1,024 214 

営業外費用合計 46,473 41,540 

経常利益 81,745 123,444 

特別利益    

固定資産受贈益 1,500 － 

特別利益合計 1,500 － 

特別損失    

固定資産除却損 9,083 － 

特別損失合計 9,083 － 

税金等調整前四半期純利益 74,161 123,444 

法人税等 23,707 49,307 

少数株主損益調整前四半期純利益 50,454 74,137 

少数株主利益 － － 

四半期純利益 50,454 74,137 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 

 至 平成25年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成26年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 50,454 74,137 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,738 △1,750 

その他の包括利益合計 4,738 △1,750 

四半期包括利益 55,193 72,386 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 55,193 72,386 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日） 

当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日） 

当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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